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今不口8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教  材

外国語
英語コミュニケーション互

(L英 コミュ)
3

教科書 :HeOrtening Eng ish COmmunic9Jon五 [桐原書店]

副教材 :」 r,Effective三 訂版[エスト出版]

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び
これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、適切に表現したり伝
え合うたりするコミュニケーションを図る資質・能力を巷う。

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。
外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(知識 。技能)

② 場所 。目的・状況などにAじ て、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確
に理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に酉こ慮しながら、外国語で
聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを 主体性話したり書いたりしようとしている。

授業形態

アドバイス

など

Lコ ースの授業です。2年次の英語コミュニケーション■の授業は,I年次で学習した内容を発展させたものに
なります。!年次に身につけたことを上合にして、少し長めの文を論理的に読むことを大切にしましょう。復習も兇

ず挺要です。また,提出物は期FRを 守って下さい。そのためには,計画的な取り組みが捲要です。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

ミュニケーションにおいて活用でき

る矢口識・技能を身に付けている。外

国語の学習を通して、言語の働き

や役割などを理解している。

状況などに応じて、日常 レト国語の背景にある文化に対して

的。社会的な話題について、情報

や考えなどを外国語で的確に理

解したり迪切に伝え合ったりして

いる。

理解を深め、聞き手・読み手・話し

手・書き手に憑E慮 しながら、外国

語で聞いたり、読んだりしたことを

活用して自分の意見や考えなどを

話したり書いたりしようとしている。

4技能について、実際のコ場所・目的

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養力 :幅広い教養と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ
表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力:自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

○小テス ト

O授業・発表内容の観察
○才又脇業ノー ト・提出課題の点検

○ワークシー ト・ァチーブメント

チェック

○定期考査

O小テス ト
○授業・発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検
○ワークシー ト・ァチーブメント

チェック

O授業・発表態度の観察
Oプ レゼンテーションの観察
O提出課題の点検
○アチーブメントチェック(学習

の振り返り)



学習の到連目標

矢口識・技能 忌考 '判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
学期 学習内容

L3 The Worid's Most Bicycie―

friendly City

L4 Con You Feel Emotions in
Tex十 ?

L5Bcckgr9und Music ond Sharks

L6The Benefits of P19y

L7Nursing in o Wor Zone

L8 日owgii's Deb(】 十e obout
Socred Mounloin

L9 The Next Wove in Ariificiol

Longuoge

L10 VVhot lf There Were No
Moon?

自転車利用についてのク

イズを聞いて、概要や詳糸H

を聴き取る。本文を読ん

で、概要や詳細を理解して

情報を意見と事実に分類

する。

顔文字に関する論証文を

読んで、情報を収集してま

とめることおヾできる。

BGMがサメの印象に与
える影響についての報告

文を読んで、要点や詳細

を理解することおヾできる。

遊びの利点に関する実験

の報告文を読んで、要点

や詳細な情報を理解・整

理することおヾて
｀
きるも

国境なき医師団の看護実

態や白川さんの意見を読

んで、その情報を整理する

ことがて
゛
きる。

ハワイの最新天文台設置

に関する議論を読み、賛

成派と反対派それぞれの

論点を正確に理解するこ

とができる。

ロボットとの共生について

の説明文を読んで、要点

や詳細を理解することが

できる。

月にっいて科学的見地か

ら説明した講義を読んで、

妥点や詳細を理解するこ

とおヾできる。

海外の自転車政策につい

ての記事を読み、その内容

についてリテリングを行う。

白転車を利用しやすくする

方法について話し合う。

日本で使用される顔文字

と他国で使用される顔文

字の違いを説明することが

できる。

サメの映像を使った実験の

も目的 !結果・考察を整理

し、他の人に説明すること

ができる。

実験結果から導き出される

結論を整理して、ナレーショ

ン原稿を作成することがで

きる。

整理した情報をもとに、国

境なき医師団に興味があ

る友人に、白川さんの仕事

について話すことができる。

賛成派と反対派の考えを

しヒ較・評価し、それらの要

点をまとめて発表すること

ができる。

AI技術やロボット技術の利

点や問題点について考え、

自分の立場を他の人に伝

えることができる。

地球に対する月の影響に

ついて、情報を整理して、ス

ピーチを行いことおヾできる。

自分の町で自転車を利用し

やすくするための解決策を発

表する。

顔文字を使用した際に生じる

誤解に悩む友人に、助宮を与

えることができる。

特定の場面で、どんなBGM
を使うのが効果的かを理由と

ともに考えることができる。

ゲームの長所または短所につ

いて、相手の意見を認めたう

えで、自分の意見を述べるこ

とができる。

国際協カボランティア活動ヘ

の参加申込書に、捲要事項

を通切に記入することができ

る。

「科学の進歩は伝統を守るこ

とより重要」という命題につい

て、自分の立場と理由を述べ

ることかヾできる。

自分が一緒に生活したい、ま

たはしたくないロボットについ

て、クラスメートと意見交換を

することがて
｀
きる。

月に対するイメージが、どう変

わったかを述べるパラグラフ

を書くことができる。

備考



今不口8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理教科2年 シラバス

教科名 科 日名 (校内名称 ) 単位数 教 材

外国語
英語 コミュニケーションE

(L英 コミュ)
2 教科書:HeO付ening English COmmunic9市 on Ⅱ[桐原書店]

によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び
これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、適切に表現したり伝
え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケーシヨンにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。
外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

② 場所・目的・状況などに薦じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確
に理解したり迪切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)
③ タト国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に固こ慮しながら、外国語で

外国語

王
聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。

授業形態

ア ドバイス

など

Lコースの授業です。2年次の英語コミュニケーションコの授業は,1年次で学習した内容を発展させたものに
なります。i年次に身につけたことを上合にして、少し長めの文を論理的に読oこ とを大切にしましょう。復習もX
ず挺要です。また,提出物は期FRを守って下さい。そのためには,計画的な取り組みがX要です。

評価の観点 矢口識・技能 忌考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

ミュニケーションにおぃて活用でき

る知識・技能を身に付けている。外

国語の学習を通して、言語の働き

や役割などを理解している。

的・社会的な話題について、情報

や考えなどを外国語で的確に理

解したり適切に伝え合ったりして

いる。

国語の背景にある文化に対して

理解を深め、聞き手・読み手・話し

手・書き手に配慮しながら、外国

語で聞いたり、読んだりしたことを

活用して自分の意見や考えなどを

話したり書いたりしようとしている。

常国語の 4技能について、実際のコ 1場所 目的・状況などに庵じて、日

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

教養力 :幅広い教養と課題発見・

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ
表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :白 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査

O小テス ト

O授業・発表内容の観察
O授業ノー ト・提出課題の点検
Oワ ークシー ト・ァチーブメント

チェック

O定期考査

O小テス ト

O授業・発表内容の観察
O授業ノート・提出課題の点検
○ワークシート・アチーブメント

チェック

0授業・発表態度の観察
Oプ レゼンテーションの観察
O提出課題の点検
○アチーブメントチェック(学習

の振り返り)



学習の至l」連目標
学期 学習内容

矢口識・技能 思考・判断 。表現  1主体的に学習に取り組む態度

L3 The Worid's Mos†  Bicycie―
friendly Citty

ヒ4 Con You Feel Emo十 ions in
Texl?

L5Bockgroundい 馘usic and Shorks

L6The Benefiis of PIα y

L7Nursing in o War Zone

L8 Hovvoii's Deboie obout 9
Socred Mour、十oin

L9 The Next W9ve in ArttificicI

Longuoge

L10 VVhol lf There Were No
Moon?

自転車利用にういてのク

イズを聞いて、概要や詳細

を聰き取る。本文を読ん

で、概要や詳細を理解し、

情報を意見と事実に分類

する。

顔文字に関する論証文を

読んで、情報を収集してま

とめることができる。

BGMが サメの印象に与
える影夕響についての報告

文を読んで、妻点や詳細

を,里解することおヾできる。

遊びの利点に関する実験

の報告文を読んで、要点

や詳細な1情報を理解 i整

理することがて
｀
きる。

国境なき医師回の看護実

態や白川さんの意見を読

んで、その情報を整理する

ことができる。

ハヮイの最新天文台設置

に関する議論を読み、賛

成派と反対派それぞれの

論点を正確に理解するこ

とができる。

ロボットとの共生について

の説明文を読んで、要点

や詳細を理解することが

できる。

月について科学的見地か

ら説明した講義を読ん

で、要点や詳細を理解

することができる。

海外の自転車政策につい

ての記事を読み、その内容

についてリテリングを行う。

自転車を利用しやすくする

方法について話し合う。

日本で使用される顔文字

と他国で使用される顔文

字の違いを説明することが

て
｀
きる。

サメの映像を使った実験の

も目的・結果・考察を整理

し、他の人に説明すること

ができる。

実験結果から導き出される

結論を整理して、ナレーショ

ン原稿を作成することがで

きる。

整理した情報をもとに、国

境なき医師団に興味があ

る友人に、白川さんの仕事

について話すことができる。

賛成派と反対派の考えを

しヒ軟・評価し、それらの要

点をまとめて発表すること

ができる。

AI技術やロボツト技術の利

点や問題点について考え、

自分の立場を他の人に伝

えることかヾて
｀
きる。

地球に対する月の影響に

ついて、情報 を整理 し

て、スピーチを行いこと

ができる。

自分の町で白転車を利用し

やすくするための解決策を発

表する。

顔文字を使用した際に生じる

誤解に悩む友人に、助宮を与

えることおヾて
｀
きる。

特定の場面で、どんなBGM
を使うのが効果的かを理由と

ともに考えることができる。

ゲームの長所または短所につ

いて、相手の意見を調めたう

えで、自分の意見を述べるこ

とができる。

国際協カボランティア活動ヘ

の参加申込書に、必要事項

を通切に記入することができ

る。

「科学の進歩は伝統を守るこ

とより重要」という命題につい

て、自分の之場と理由を述ベ

ることかヾできる。

自分が一緒に生活したい、ま

たはしたくないロボットについ

て、クラスメートと意見交換を

することができる。

月に対するイメージが、どう変

わったかを述べるパラグラ

フを書くことかヾできる。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年  シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

外国語
英語 コミュニケーションⅡ

(R英 コミュ)
3

教科書:HeOrlening Engtth COmmunic。 liOn Ⅱ
[本同原書店]

副教材 :Sr.Effective二訂版[エスト出版]

学習の

ねらい

国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び
これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、通切に表現したり伝
え合った

',す
るコミュニケーションを図る資質・能力を巷う。

外国語の4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。
外国語の学習を通して、言語のl動 きや役割などを理解できるようにする。 (矢口識・技能)
場所 。目的・状況などに薦じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確
に理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で

①

②

③

タト

聞いたり、読んだりしたことを活鳥して自分の 見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。

授業形態

ア ドバイス

など

Rコースの授業です。2年次の英語コミュニケーションΠの授業は,1年次で学習した内容を発展させたものに
なります。1年次に身につけたことを上合にして、少し長めの文を論理的に読むことを大切にしましょう。復習もX
ず蜂要て
｀
す。また,提出物は期限を守って下さい。そのためには,計画的な取り組みが雖要です。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

ミュニケーションにおいて活用でき

る矢口識・技能を身に付けている。外

国語の学習を通して、言語の働き

や役割などを理解している。

的・社会的な話題につぃて、情報

や考えなどを外国語で的確に理

解したり適切に伝え合ったりして

いる。

理解を深め、聞き手・読み手・話し

手・書き手に配慮しながら、外国

語で聞いたり、読んだりしたことを

活用して自分の意見や考えなどを

話したり書 tヽたりしようとしている。

、日常レト国語の背景にある文化に対して国語の 4技能について、実際のコ 場所・目的・状況などに應じて

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養力 !幅広い教養と課題発見

解決のための知識・技能

思考力 :論理的に考え,子とし判白9に

掘り下げ,創造するカ

表現力 :忌考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

○小テス ト

○授業・発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検
○ワークシート・ァチーブメント

チェック

O定期考査

O小テス ト

○授業 。発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検
○ワークシー ト・アチーブメント

チェック

O授業・発表態度の観察
Oプレゼンテーションの観察
O提出課題の点検

Oアチーブメントチェック(学習
の振り返り)



学習の到違目標

矢口識・技 思考 ,判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度
学期 学習内容

白転車利用についてのク

イズを聞いて、概要や詳細

を聰き取る。本文を読ん

で、概要や詳細を理解し、

情報を意見と事実に分類

する。

顔文字に関する論証文を

読んで、情報を収集してま

とめることおヾできる。

BGMが サメの印象に与
える影響についての報告

文を読んで、妥点や詳細

を理角子することおヾできる。

遊びの利点に関する実験

の報告文を読んで、要点

や詳細な情報を理解・整

理することができる。

国境なき医師回の看護実

態や白川さんの意見を読

んで、その情報を整理する

ことおヾできる。

ハワイの最新天文含設置

に関する議論を読み、賛

成派と反対派それぞれの

論点を正確に理解するこ

とができる。

ロボットとの共生について

の説明文を読んで、妻点

や詳細を理解することが

できる。

月について科学的見地か

ら説明した講義を読ん

で、要点や詳細を理解

することができる。

海外の白転車政策につい

ての記事を読み、その内容

についてリテリングを行う。

自転車を利用しやすくする

方法について話し合う。

日本で使用される顔文字

と他国で使用される顔文

字の違いを説明することが

できる。

サメの映像を使った実験の

も目的。結果・考察を整理

し、他の人に説明すること

ができる。

実験結果から導き出される

結論を整理して、ナレーショ

ン原稿を作成することがで

きる。

整理した情報をもとに、国

境なき医師団に興味があ

る友人に、白川さんの仕事

について話すことができる。

賛成派と反対派の考えを

しヒ較・評価し、それらの要

点をまとめて発表すること

ができる。

AI技術やロボツト技術の利

点や問題点について考え、

自分の立場を他の人に伝

えることができる。

地球に対する月の影響に

ついて、情報 を整理 し

て、スピーチを行いこと

がて
｀
きる。

自分の町で自転車を利用し

やすくするための解決集を発

表する。

顔文字を使用した際に生じる

誤解に悩む友人に、助言を与

えることができる。

特定の場面で、どんなBGM
を使うのが効果的かを理由と

ともに考えることができる。

ゲームの長所または短所につ

いて、相手の意見を記めたう

えで、自分の意見を述べるこ

とができる。

国際協カボランテイア活動ヘ

の参加申込書に、挺妻事項

を通切に記入することができ

る。

「科学の進歩は伝統を守るこ

とより重要」という命題につい

て、自分の立場と理由を述べ

ることができる。

自分が一緒に生活したい、ま

たはしたくないロボットについ

て、クラスメートと意見交換を

することおヾできる。

月に対するイメージが、どう変

わったかを述べるパラグラ

フを書くことがて|き る。

L3 The VVorid's Most Bicycle―

friendly Citty

L4 Con You Feei Emo十ions in
Tex十?

L5Background Vlusic ond Sharks

L6The Benefits of P16y

L7Nursing in o W(】 r Zone

L8 Howoli's Debo十 e abOul o
SGCred Mountoin

L(7 The Nextt Wove in Arttificiol

Longuoge

LiO WVhol lf There Ⅵ′ere No
Moon?

備考 副教材の「Sr.Effecヤ ive二訂版」は、随時取り扱う6



今不口8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理教科 2年  シラバス

教科名 科日名 (校内名称 ) 単位数 教 材

外国語
英語 コミュニケーションⅡ

(R英 コミュ)
2 教科書:Hearttening Engtish COmmunic9消 on Ⅱ[桐原書店 ]

学習の

ねらい

によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び
これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、迫切に表現したり伝
え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を巷うb

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。
外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

② 場所・目的・状況などに薦じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確
に理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で

外国語

主体性聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。

授業形態

ア ドバイス

など

Rコースの授業です。2年次の英語コミュニケーションΠの授業は,1年次で学習した内容を発展させたものに
なります。1年次に身につけたことを上合にして、少し長めの文を論理的に読むことを大切にしましょう。復習もX
ず捲要です。また,提出物は期FRを守って下さい。そのためには,計画的な取り組みが挺要です。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の4技能について、実際のコ :場所・目的・状況などに応じて、日

理解を深め、聞き手・読み手・話し

手・書き手に配慮しながら、外国

語で聞いたり、読んだりしたことを

活用して自分の意見や考えなどを

話したり書いたりしようとしている。

ミュニケーションにおいて活用でき

る矢口識・技能を身に付けている。外

国語の学習を通して、言語の働き

や役害Jなどを理解している。

的。社会的な話題につぃて、情報

や考えなどを外国語で的確に理

解したり迫切に伝え合ったりして

いる。

常レト国語の背景にある文化に対して

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動をヤ斤くり返り改

善し前に踏み出すカ

教養力 :幅広い教養と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考えi批判的に

掘り下げ,創造するカ
表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

主な

評価方法

○授業・発表態度の観察

○プレゼンテーションの観察

○提出課題の点検

○アチーブメントチェック(学習

の振り返り)

○定期考査

○小テスト

○授業・発表内容の観察 :
○授業ノー ト・提出課題の点検

○ワークシー ト・アチーブメント

チェック

○定期考査

O小テスト
O授業・発表内容の観察
O授業ノー ト・提出課題の点検
○ワークシー ト・ァチーブメント

チェック



学習の到注目標
学期 学習内容

矢口識・技能 思考 ,判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

白転車利用についてのク

イズを聞いて、概要や詳細

を聴き取る。本文を読ん

で、概要や詳細を理解し、

情報を意見と事実に分類

する。

顔文字に関する論証来を

読んで、情報を1又集してま

とめることができる。

BGMがサメのEP象に与
える影響についての報告

文を読んで、妻点や詳細

を理解することができる。

遊びの利点に関する実験

の報告文を読んで、要点

や詳細な情報を理解・整

理することおヾできる。

国境なき医師回の看護実

態や白川さんの意見を読

んで、その情報を整理する

ことおヾできる。

ハワイの最新天文合設置

に関する議論を読み、賛

成派と反対派それぞれの

論点を正確に理解するこ

とができる。

ロボットとの共生にういて

の説明文を読んで、妻点

や詳細を理解することが

できる。

月について科学的見地か

ら説明した講義を読ん

で、妻点や詳細を理解

することおヾできる。

海外の自転車政策につい

ての記事を読み、その内容

についてリテリングを行う。

自転車を利用しやすくする

方法について話し合う。

日本で使用される顔文字

と他国で使用される顔文

字の違いを説明することが

できる。

サメの映像を使った実験の

も目的・結果・考察を整理

し、他の人に説明すること

おヾできる。

実験結果から導き出される

結論を整理して、ナレーショ

ン原稿を作成することがで

きる。

整理した情報をもとに、国

境なき医師団に興味があ

る友人に、白川さんの仕事

について話すことができる。

賛成派と反対派の考えを

しヒ較・評価し、それらの妥

点をまとめて発表すること

ができる。

AI技術やロボツト技術の利

点や問題点について考え、

自分の立場を他の人に伝

えることおヾできる。

地球に対する月の影響に

ついて、情報 を整理 し

て、スピーチを行いこと

ができる。

自分の町で自転車を利用し

やすくするための解決策を発

表する。

顔文字を使用した際に生じる

誤解 |こ悩む友人に、助宮を与

えることができる。

特定の場面で、どんなBGM
を使うのが効果的かを理由と

ともに考えることができる。

ゲームの長所または短所につ

いて、相手の意見を認めたう

えで、自分の意見を述べるこ

とができる。

国際協カボランテイア濫動ヘ

の参加申込書に、挺要事項

を通切に記入することができ

る。

「科学の進歩は伝統を守るこ

とより重要」という命題につい

て、自分の立場と理由を述べ

ることがて
｀
きる。

自分が一緒に生活したい、ま

たはしたくないロボッHこつい

て、クラスメートと意見交換を

することがて
｀
きる。

月に対するイメージが、どう変

わったかを述べるパラグラ

フを書くことおヾできる。

L3 The Worid's Most Bicycte―

friendiy City

L4 Con You Feel Eれ olions in
Tex十 ?

L5Bockground Music ond Sharks

L6The Benefitts of Plov

L7Ntメ rSin9 in o W(】 r Zone

L8 Howoii's Debolo GbOu1 0
Socred Mounloin

L(7 The Next Wc】 ve in Artificiol

Langucge

LIO WhGtt lf There Were No
Moon?

備考



今不口8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理教科 2年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

外国語
英語 コミュニケーションⅢ

(L英 コミュ)
I

教科書:Hearienin9 English COmmunicOtioh Ⅲ[桐原書店]

学習の

ねらい

タト国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び
これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、適切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーショシを図る資質・能力を養う。

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。
外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(知識・技能)

② 場所・目的・状況などに庵じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確
に理解したり迫切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力 ,表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で
聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

など

Rコースの授業です。2年次の英語コミュニケーションⅢの授業は,2年次前期で学習した内容をさらに発展させ
たもので,3年次に学習する内容を先取りします。2年次前期で学習した内容で理解できていないところがあると

英語コミュニケーションⅢではわからないところが増えてしまいます。復習も挺ず兇要です。音読をしっかりしまし

ょう。また,提出物は期 F艮を守って下さい。そのためには,計画的な取り組みがX要です。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の 4技能について、実際のコ 1場所・目的・状況などに應じて、日常 汐卜国語の背景にある文化に対して
ミュニケーションにおいて活用できる 拍|・社会的な話題について、情報や
・技能を身に付けている。外国

学習を通して、言語の働きや役

などを理解している。

えなどを外国語で的確に理解した

り、迪切に伝え合ったりしている。

理解を深め、聞き手・読み手・話し
,書き手に配慮しながら、外国語

聞いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしている。

1手

育てたい生徒像

(資質.能力)

との関連

教養力 :幅広い教巻と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造する力
表現力 :忌考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出す方

主な

評価方法

O定期考査

O課題考査
O小テス ト

O授業・発表内容の観察
O授業ノー ト・提出課題の点検

O定期考査
O課題考査
〇小テス ト

○授業・発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検

O授業・発表態度の観察
Oプ レゼンテーションの観察
O提出課題の点検



学習の到逹目標学期 学習内容

1主体的に学習に取り組む態度矢口識・技能   1  思考・判出子・表現
LIⅥ′hatt M9kes up Your
ldenttiキ y?

L2Predicling
Futwre Technology

L3The Science of sieep

L4 Diversily

ond lnclusion

アイデンティティを形成す

る要素について聞いたり、

女優のサヘル・ローズさん

かヾ、自らのアイデンティティ

と向き合った経験につい

て読んだりして、概要を把

握することができる。

数値を効果的に使って、

自分たちの理解をペア・

グループで共有すること

かヾできる。

自分のアイデンティティにつ

いて話し合い、共有すること

ができる。

発明家のニコラ・テスラが

100年前に予測した科学
技術について読んで、要

点や詳細を理解すること

おヾできる。

自分たちの理解を互ぃに

補完し合いながら、情報を

整理し、グループ・ペァで

共有することができる。

未来の科学技術で最も重

要なものについて、自分の

意見を詳しく話して伝える

ことができる

睡眠の重要性についての

インタビューを聞いたり、

睡日民と記憶の関係性につ

いての論証文を読んで、

要点や詳細を理解するこ

とができる。

睡眠不足が鳶身に及ばす

影響にっいて、情報や考

えをイ云え合うことがて
｀
きる

睡日民不足によって起きる問

題とその解決策について、

自分の経験や調べたこと

をお互いに共有することが

できる。

多様性を促進するために

最も重要な要素について、

自分の意見を論理的に述

べることおヾできる。

町や企業での多様性促

進のニュースを聞いたり、

文化的多様性についての

意見文を読んだけして、要

点や詳細を理解すること

おヾて
｀
きる。

多様性を促進する方法に

ついて、情報や考えを伝え

合うことおヾできる。



今不口8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理教科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

外国語
英語 コミュニケーションⅢ

(R美コミュ)

教科書 :Heartening Engiish COmmunicatton Ш[桐原書店]

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び
これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、迪切に表現したり伝
え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

① 外国語の4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。
外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

② 場所・目的・状況などに庵じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確
に理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で
主体性

いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。

授業形態

ア ドバイス

など

Rコースの授業です。2年次の英語コミュニケーションⅢの授業は,2年次前期で学習した内容をさらに発展させ
たもので,3年次に学習する内容を先取りします。2年次前期で学習した内容で理解できていないところがあると

英語コミュニケーションⅢではわからないところが増えてしまいます。復習もXずX要です。昔読をしっかりしまし
ょう。また,提出物は期FRを守って下さい。そめためには,計画的な取り組みがX要です。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

″卜国語の背景にある文化に対して

| テ里解を深め、聞き手・読み手・話し

書き手に配慮しながら、外国語

いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしている。

国語の 4技能について、実際のコ
1場所
。目的・状況などに庵じて、日常

ミュニケーションにおいて活用できる 1的・社会的な話題について、情報や

技能を身に付けている。外国 1考えなどを外国語で的確に理解した
の学習を通して、言語の働きや役 |り 、迫切に伝え合うたりしている。

などを理解している。

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

育てたい生徒像

(資質'能力)

との関連

教養力 :幅広い教審と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 !論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

○課題考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察
O授業ノート・提出課題の点検

O定期考査
○課題考査

O小テスト

○授業・発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検

O授業・発表態度の観察
Oプレゼンテーションの観察
O提出課題の点検



学習の到注目標学期 学習内容
矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

LIWhOt MOkes up Your
ldenキity?

L2Predictting

Futture TechnO10gy

L3The Science of Sieep

L4 Diversitty

ond lnclusion

自分のアイデンティティにつ

いて話し合い、共有すること

ができる。

発明家の二うラ・テスラが

100年前に予測した科学
技術について読んで、要

点や詳細を理解すること

ができる。

自分たちの理解を互いに

補完し合いながら、情報を

整理し、グループ・ペァで

共有することができる。

未来の科学技術で最も重

要なものについて、自分の

意見を詳しく話して伝える

ことができる

睡日民の重要性についての

インタビューを聞いたり、

睡眠と記憶の関係性につ

いての論証文を読んで、

要点や詳細を理解するこ

とができる。

睡眠不足が′せ身に及ぼす

影響について、情報や考

えを伝え合うことができる

唾日民不足によって起きる間

題とその解決策につぃて、

自分の経験や調べたこと

をお互いに共有することが

できる。

多様性を促進するために

最も重要な要素について、

自分の意見を論理的に述

べることかヾできる。

町や企業での多様性促

進のニュースを聞いたり、

文化的多様性についての

意見文を読んだりして、妻

点や詳細を理解すること

ができる。

多様性を促進する方法に

ついて、情報や考えを伝え

合うことおヾできる。

アイデンティティを形成す
る要素について聞いたり、

女優のサヘル・ローズさん

が、自らのアイデンティティ

と向き合った経験につい

て読んだりして、概要を把

握することおヾできる。

1数値を効果的にイ史って、

1自 分たちの理解をペア・

|グループで共有すること

|お でヾきる。

備考



令和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

英語
論理 。表現 H

(L論表)
2

教科 書 :Vision Quesl Engiish Logic ond Expression Ⅱ

Hope[啓 林館 ]

副教材:教科書準拠ワークブック[啓林館〕

学習の

ねらい

「論理 !表現 I」 の学習内容を踏まえ,「話すこと (や り取り)」 「話すこと (発表)」 「書くこと」を中心

とした統合的な言語活動を通して,発信能力を強化するための発展的な活動に行うとともに,論理の構
成や展開を工夫して詳しく伝えたり,伝え合ったりすることができる能力を養う。
具体的な活動と領域は以下の通り。

(1)話すこと[や り取り]

日常的な話題について,使用する語句ゃ文,対話の展開などにおいて,一定の支援を活用すれば,聞い
たり読んだりしたことを活用しながら,多様な語句や求を用いて,意見や主張,課題の解決策などを論
理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えあうことができるようにする。         !
(2)話すこと[発表]

日常的・社会的な話題について,使用する語句や文,事前の準備などにおいて,一定の支援を活用すれ
ば,聞いたり読んだりしたことを活用しながら,多様な語句や文を用いて,意見や主張などを論理の構
成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができるようにする。

(3)書くこと

日常的・社会的な話題について,使用する語句や文,事前の準備などにおいて,一定の支援を活用すれ
ば,聞いたり読んだりしたことを活用しながら,多様な語句や文を用いて,意見や主張などを論理の構
成や展開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。

授業形態

ア ドバイス

など

2年生では,1年次に学んだ基礎を有効に使ぃながら、自分の言葉で表現することを目指しています。学校で学

習した内容はその日のうちにワークブックを用いて復習し、授業で「分かった」ことを定着させましょう。わからない

箇所は参考書を読みながら確認しましょう。

評価の観点 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度子支台ヒ

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

[知識]

び

に表現しようとている。

1目的や場面,状況に庵じて,自分の タトロ語の背景にある文化に対する
の特徴やきまりに関する事項 1意見や主張などを論理の構成や展 1理解を深め,聞き手・読み手など他
その働きや役割を理解してい 1開を工夫して,詳しく話したり書いた 渚に配慮しながら,主体的・自律的
る。               |り して伝え合つている。
[技能]            |
目的や場面,状況に応じて, 自分 |

意見や主張などを論理?構成や |
を正夫して,詳 しく話したり |

いたりして伝え合うことができ
|

る技能を身に付けている。

育てたい生徒像

(資質:能力)

との関連

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出す力

教養力 :幅広い教養と課題発見・1思考力 :論理的に考え,批判的に

解決のための知識・技能 掘り下げ,創造する力
表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝える力

主な

評価方法

○定期考査

O小テス ト
○授業・発表内容の観察

○提出課題の点検

O定期考査
O小テスト
○授業・発表内容の観察

○提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

○ペアワーク・プレゼンテーショ

ンの観察

○提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到注目標

知識 。技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

通

期

LI迫切な主語を用いる
(主語の選択。名詞匂。形式
主語 )

L2迫切な動詞を用いる
(自動詞と他動詞・群動詢)

L3時を表す
(現在。過去・未来)

L4義務・挺妥・推量を表す
(助動詞)

ヒ51,青報をカロえる(1)
(形容詞・分詞・不定詞)

L6情報を加える(2)
(関係代名詞・関係副詞)

L7:l青報をカロえる(3)
(不 定詞畠」調的用法・分

詞 )

L8情報を伝える
(直接話法・間接話法)

L9仮定を表す
(条件・仮定)

L10数量を表す
(可算名詞・不可算名詞、害IJ

合・数量の変化)

主語の選択や主語になる

名詞句、形式主語の概念

を学び、通切な主語の使
い方を理解できる。

自動詞と他動詞を使い分

けたり、群動詞を迪切に用
いたりして文を組み立てる
ことができる。

現在・過去・未来を表すた

めに、通切な動詞の形や

文の構造について理解す

ることができる。

義務・踏妥・推量を表すた

めに、助動詞を用いた適

切な文の形や構造を理解
し、文を組み立てることが

できる。

形容詞・分詞・前置調句や

不定詞による名詞の修飾
を用いた迫切な文の形や

構造を理解し、文を組み立

てることおヾできる。

関係代名詞や関係副詞を

用いた文の構造を理解し、

文を組み立てることができ

る。

不定詞の副詞的用法や分

詞を使った副詞的などの

修飾を用いた迫切な文の

形や構造を理解し、文を組
み立てることができる。

直接話法、間接話法、また

様々な伝達表現を用いて

迪切な文の形や構造を組
み立てることができる。

条件や仮定を用いた迫切

な文の形や構造を理解し、

文を組み立てることができ

る。

可算名詞と不可算名詞の

使い分けや数量を表す表
現、害lJ合・数量の変化を表
す表現や文の構造を理解
し、文を組み立てることが

できる。

自分の目標と達成のため

に姓要なことについて、文

と文のつながりを意識して

イ云えることができる。

自分の高校の行事につい

て紹介する文章を、事項を

列挙しながらパラグラフの

構成を意識して伝えること

ができる。

自分の好きなアスリートと

実績にういて例を挙げな

がらパラグラフの構成を意

識して伝えることができる。

ソーシャルメディアの利点
と欠点のしヒ較について、とヒ

較・対照の表現を意識して

イ云えることができる。

エネルギーの過剰使用に

よつて引き起こされる問題
について、原因・理由 :結

果を意識して伝えることが

できると

訪れたい国とその国の文

化について、主張や理由の

根拠となる情報を示しな

おヾら、詳しくイ云えることがで

きる。

日本の第二公用語として

の英語の導入の賛否に関

する記事を読んで、文章全

体の概要や要点をまとめ

ることができる。

日本の教育制度に関する

プレゼンテーションを聞き、

文章全体の概要や要点を

まとめ、ペアやグループで

議論することができる。

宝くじが当たったとぃう仮

定の状況を想定して自分
の考えをまとめ、スピーチ

の原琴高を作成し発表する
ことができる。

AIと共に働くときに重要な
ことについて、自分の考え

や根拠をもとにプレゼンテ
ーションを作成し、資料や

データなどを提示しながら

発表することができる。

将来の日標について、自分

の考えをパートナーと共有

することおヾできる。

学校生活について、自分の

考えをパートナーと共有す

ることができる。

スポーツについて、自分の

考えをパートナーと共有す
ることができる。

ソーシャルメディアについ

て、自分の考えをパートナ
ーと共有することができる。

環境問題や電力消費につ

いて、自分の考えをパート

ナーと共有することができ

る。

異文化理解について、自分
の考えをパートナーと共有

することができる。

外国語の学習について、自

分の考えをパートナーと共

有することができる。

日本の社会や職場環境に
ついて、自分の考えをパー

トナーと共有することがで

きる。

仮定した状況や願望につ

いて、自分の考えをパート

ナーと共有することができ

る。

科学技術の影響について、

自分の考えをパートナーと

共有することができる。



学期 学習内容
学習の至lJ逹目標

知識 。技能 思考 :判断 '表現 I主体的に学習に取り組む態度
LII比較を表す
(原級比較・比較級・最上級)

Li2否 定を表す
(部分否定。準否定)

原級しヒ較、しヒ較級、最上

級を表す表現や文の構造
を理解し、文を組み立て

る。

「7時間以上の睡眠を取 る 健康的なライフスタイ)レに
べきか」という議題につい |ついて、自分の考えをパー

て賛否の意見を考え、伝え |トナーと共有することができ

ることができる。 る。

否定を含む語や部分否

定、準否定などの否定を

表す表現や文の構造を理

解し、文を組み立てること

ができる。

チョコレートを販売するうえ

で重要なことについて自

分の主張を考え、根拠とな

る資料を示しながらグルー

プで話して伝えあうことが

できる。

商品の購入やビジネスにつ

いて、自分の考えをパート

ナTと 共有することができ

る。

備考



令和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理教科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

英語
論理・表現 H

(R論表)
2

教科書 :Vision Questt English Logic and Expression H

Hope[啓林館]

副教材 :教科書準撫ワークブック[啓林館]、 esl英作文[エスト出版]

学習の

ねらい

「論理・表現 |」 の学習内容を踏まえ,「話すこと (や り取り)」「話すこと (発表)」「書くこと」を中心
とした統合的な言語活動を通して,発信能力を強化するための発展的な活動に行うとともに,論理の構
成や展開を工夫して詳しく伝えたり,伝え合ったりすることができる能力を養う。
具体的な活動と領域は以下の通り。

(1)話すこと[や り取り]

日常的な話題について,使用する語句や文,対話の展開などにおいて,一定の支援を活用すれば,聞い
たり読んだりしたことを活用しながら,多様な語句や文を用いて,意見や主張,課題の解決策などを論
理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えあうことができるようにする。

(2)話すこと[発表]

日常的・社会的な話題について,使用する語句や文,事前の準備などにおいて,一定の支援を活用すれ
ば,聞いたり読んだりしたことを活用しながら,多様な語句や文を用いて,意見や主張などを論理の構
成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができるようにする。

(3)書 くこと

日常的 。社会的な話題について,使用する語句や文,事前の準備などにおいて,一定の支援を活用すれ
ば,聞いたり読んだりしたことを活用しながら,多様な語句や文を用いて,意見や主張などを論理の構
成や展開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。

授業形態

アドバイス

など

2年生では,1年次に学んだ基礎を有効に使いながら、自分の言葉で表現することを目指しています。学校で学

習した内容はその日のうちにワークブックを用いて復習し、投業で「分かった」ことを定着させましょう。わからない

箇所は参考書を読みながら確認しましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

[知識]

びそ

1目的や場面,状況に応じて,自分の ′卜国語の背景にある文化に対する
特徴やきまりに関する事項 1意見や主張などを論理の構成や履 1理解を深め,聞き手・読み手など他
の働きや役割を理解してい 1開を工夫して,詳しく話したり書いた 者に配慮しながら,主体的・自律的

る。

[技能]

目的や場面,状況に応じて, 自分
の意見や主張などを論理の構成や

開を工夫して,詳 しく話したり
たヽりして伝え合うことができ

る技能を身に付けている。

教養力 :幅広い教養と課題発見。

解決のための知識・技能

!t,して伝え合っている。

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造する力
表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝える力

ド表現しようとている。

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を振 り返り改

善し前に踏み出す力

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

主な

評価方法

○定期考査

○小テス ト

O授業
`発
表内容の観察

○提出課題の点検

○定期考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察
O提出課題の点検

O授業・発表態度の観察
○ペアワーク・プレゼンテーショ

ンの観察

O提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到連日標

知識 。技能   1 思考・判断 :表現  1主体的に学習に取り組む態度

通

期

LI通切な主語を用いる
(主語の選択・名詞句・形式

主語 )

L2迫切な動詞を用いる
(自 動詞と他動詞・群動詞)

L3時を表す
(現在。過去・未来)

L4義務・挺妥。推量を表す
(助動詞)

L5情報を加たる(1)
(形容詞・分詞・不定詞)

L6`情報をカロえる(2)
(関係代名詞・関係副調)

L71,青報をカロえる(3)
(不 定詞副詞的用法・分

詞 )

L81,青報を伝える

(直接話法 `問接話法)

ヒ9仮定を表す
(条件・仮定)

L10数量を表す
(可算名詞・不可算名詞、害l」

合・数量の変化)

主語の選択や主語になる

名詞匂、形式主語の概念

を学び、迫切な主語の使
い方を理解できる。

自動詞と他動詞を使い分

けたり、群動詞を通切に用
いたりして文を組み立てる

ことができる。

現在・過去・未来を表すた

めに、通切な動詞の形や

文の構造について理解す

ることができる。

義務・挺要・推量を表すた

めに、助動詞を用いた迫

切な文の形や構造を理解

し、文を組み立てることが

できる。

形容詞・分詞・前置詞匂や

不定詞による名詞の修飾
を用いた迪切な文の形や

構造を理解し、文を組み立

てることカドできる。

関係代名詞や関係副詞を

用いた文の構造を理解し、

文を組み立てることができ

る。

不定調の菖」詞的用法や分

詞を使った副詞的などの

修飾を用いた通切な文の

形や構造を理解し、文を組
み立てることができる。

直接話法、間接話法、また

様々な伝達表現を用いて

迪切な文の形や構造を組
み立てることおヾできる。

条件や仮定を用いた迫切

な文の形や構造を理解し、

文を組み立てることができ

る。

可算名詞と不可算名詞の

使い分けや数量を表す表
現、割合・数量の変化を表
す表現や文の構造を理解
し、文を組み立てることが

できる。

と文のつながりを意識して

伝えることができる。

自分の高校の行事につい

て紹介する文章を、事項を

列挙しながらパラグラフの

構成を意識して伝えること

ができる。

実績について例を挙げな

がらパラグラフの構成を意

識して伝えることができる。

ソーシャルメディアの利点

と欠点のしヒ較について、比

較・対照の表現を意識して

イ云えることができる。

エネルギーの過剰使用に

ようて引き起こされる問題
について、原因・理由。結

果を意識して伝えることが

できる。

訪れたい国とその国の文

化について、主張や理由の

根拠となる情報を示しな

がら、詳しく伝えることがで

きる。

日本の第二公用語として

の英語の導入の賛否に関
する記事を読んで、文章全

体の概要や妻点をまとめ

ることおヾできる。

日本の教育制度に関する

プレゼンテーションを聞き、

文章全体の概要や要点を

まとめ、ペアやグループで

議論することができる。

宝くじが当たったとぃう仮

定の状況を想定して自分

の考えをまとめ、スピーチ

の原稿を作成し発表する

ことができる。

AIと 共に働くときに重要な
ことについて、自分の考え

や根拠をもとにプレゼンテ
ーションを作成し、資料や

データなどを提示しながら

発表することができるb

自分の目標と達成のため 1将来の目標について、論理
に捲要なことについて、文 |の構成や展開を工夫して、

自分の考えをより詳しくパ

ートナーと共有することが

できる。

学校生活について、論理の

構成や展開を工夫して、自

分の考えをパートナfと 共

有することができる。

自分の好きなアスリ
=卜
と|スポーッについて、論理の

構成や展開を工夫して、自

分の考えをパートナーと共

有することができる。

ソーシャルメディァにつ い  |

て、論理の構成や展開をエ

夫して、自分の考えをパー

トナーと共有することがで

きる。

環境問題や電力消費につ

いて、論理の構成や展開を

工夫して、自分の考えをパ

ィトナーと共有することが

できる。

異文化理解について、論理

の構成や展開を工夫して、

自分の考えをパエトナーと

共有することができる。

外国語の学習について、論

理の構成や展開を工夫し

て、自分の考えをパートナ
ーと共有することができる。

日本の社会や職場環境に

ついて、論理の構成や展開
を二夫して、自分の考えを
パートナーと共有すること

ができる。

仮定した状況や願望につ

いて、論理の構成や展開を
工夫して、自分の考えをパ

ートナーと共有することが

できる。

科学技術の影響について、

論理の構成や展開を工夫
して、自分の考えをパート
ナーと共有することができ

る。



学期 学習内容
思考 。判断・表現知識・技能 :主体的に学習に取り組む態度

日 I比較を表す
(原級比較・比較級。最上級 )

L!2否定を表す
(部分否定。準否定)

否定を含む語や部分否

定、準否定などの否定を

表す表現や文の構造を理

解し、文を組み立てること

ができる。

チョコレートを販売するうえ

で重要なことについて自

分の主張を考え、根拠とな

る資料を示しながらグルー

プで話して伝えあうことが

できる。

健康的なライフスタイルに

ついて、論理の構成や展開

を工夫して、自分の考えを
パートナーと共有すること

ができる。

商品の購入やビジネスにつ

いて、論理の構成や展開を

工夫して、自分の考えを′ヽ

―トナーと共有することが

できる。

原級比較、比較級、最上

級を表す表現や文の構造
を理解し、文を組み立て

る。

「7時間以上の睡眠を取る
べきか」という議題につい

て賛否の意見を考え、伝え

ることができる。

備考



今不口8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

英語 ABLE α
」ett Reoding英 語速読テス ト Leve1 2(数研出版)

Speaking Gym Bosic(教 研出版)

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活
動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、通切に

表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質 `能力を巻う。

①外国語の 4技能にっぃて、実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付ける。
外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。 (矢口識・技能)

②場所・目的・状況などに応じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確に

理解したり過切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとし
ている。(主体性 )

授業形態

ア ドバイス

など

普通科文系の選択科目ですと予習を前提とせず、その場で辞書を使用せずに速読長文を初見読みし、

実戦的な読解力を育成します。また、長文の主題に関して、ペア・ワークで意見交換をすることによ

って、表現力と発信力を高めますので、積極的に自分の考えを英語で話すようにして下さい。同様に、

長文の主題に関する、パラグラフ・ライティングにも挑戦します。 4技能をバランス良く仲ばしてい
きましょう。

評価の観点 矢口識・技能 忌考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

語の4技能について、実際のコ場所・目的・状況などに薦じて、日常 タト国語の背景にある文化に対して
ミュニケーションにおいて活用できる 1中

。社会的な話題について、情報や 1 理解を深め、聞き手・読み手・話し
識・技能を身に付けている。外国 1考えなどを外国語で的確に理解した 1手・書き手に配慮しながら、外国語

|で聞いたり、読んだりしたことを活用

|し
て自分の意見や考えなどを聞いた

| り、読んだり、話したり書いたりしよ

学習を通して、言語の働きや役 り、迫切に伝え合ったりしている。

などを理解している。

うとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養力 :幅広い教養と課題発見

解決のための知識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,倉J進するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

O課題考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察
O授業ノー ト・提出課題の点検

O定期考査

O課題考査

O小テス ト

○パフイーマンス・テスト

O授業・発表内容の観察
○授業ノー ト・提出課題あ点検

○授業・発表態度の観察

Oプレゼンテーションの観察
○提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到達日標

矢口識・技能   1  思考 !判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度
前

期

AO十 ivily I

LesSon i(社 会/説明文)

Acttivitty 2

Lesson2(生 活/ウェゲサイト)

Activity 3

Lesson3(歴 史/伝記)

Acttivily 4

LessOn 4(スホ
°一ツ/説明文)

Activily 5

Lesson 5(動 物/説明文)

Activily 6

Lesson 6(生 活/広告)

Acttivtty 7

Lesson 7(教 育/会話)

【聞くこと】
・場面や状況に応じた表

現を矢口っている。
・「聞くこと」に用いられる

語匂や文法を矢口ってい

る。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理解している。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している

【読むこと】

読んだ内容について概

要や妻点を把握するこ

【聞くこと】
・理解できないとさ,確諷

したり,繰 り返しや説明

を求めたりしている。
・日常的な話題について

の英語を聞いて,情報

や考えなど相手が伝え

ようとすることを正確に

理角子することわヾて
｀
きる。

・リズムやイントネーション

など基本的な英語の音

声の特徴をとらえ,工 し

く聞き取ることができ

る。
・聞いた内容について正し

く理解することができ

る。

【読むこと】
,理解できないところがあ

っても,推測するなどし

て読み続けている。

【聞くこと】
・「間くこと」の言語活動に

積極的,主 体的に取り

組んでいる。
・相手を見て話を聞いた

り,雖 要に応じてメモを

取るなど,相 手の話 に

関′はを持っている。
。聞いたことについてジエ

スチャニや簡単なことば

でA答したりしている。
・聞いた内容について意

見や感想を述べようとし

ている。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケfションを

主体的に続けようとして

いる。
・理解できないところおヾあ

っても,推測するなどし

て聞き続ける。



後

期

Aciivitty 8

Lesξ 6n 8(科学/評論)

Aclivitty(7

Lesson 9(生 活/エッセイ)

Activily I O

Lesson iO(社会/ブログ)

Activity l l

Lesson l I(文 化/説明文)
Lesson 1 2(環境/説明文)

Aclivitty 1 2

Lesson i 3(歴 史/物語)
Lesson i 4(仕 事/メール)

Activity 1 3

Lesson i5(文化/評論)
Lesson 1 6(教 育/スヒ

・―チ)

Acttivity 1 4

Lesson i7(医療/評論 )
Lesson i8(社会/説明文)
Lesson i9(科学/説明文)

Acttivitty 1 5

ぃesson 20(歴史/説明文)
Lesson 2 1(社会/グラフ)
Lesson 22(文化/説明文)

とがて
｀
きる。

・文や文章を目的に応じ

た適切な速さで読み取
ることがて

｀
きる。

・言語や言語の運用につ

いての基本的な矢口識を

身に付けている。
・場面や状況による強勢
やイントネーションの違
tヽを理角子してヽヽる。
・文字や符号を識別する

矢口識を身に付けている。
・場面や状況に薦じた表

現を矢口っている。
・文章の流れについての

矢口識がある。
。「読むこと」に用いられる

語匂や文法を矢口ってい

る。
・日常的な話題について,
英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解
している。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解
している。

【話すこと】
・言語や言語の運用につ

いての基本的な矢口識を

身に付けている。
・場面や状況による強勢

やイントネーションの違
いを理角甲している。
・場面や状況に應じた表

現を矢口っている。

|「話すこと」に用いられる

語匂や文法を矢口ってぃ

る。
。日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解
している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケニション

手段の役割や用い方を

理角♀してヽヽる。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解
している。

【書くこと】
'「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。
・間違うことを恐れず自分
の考えなどを書いてい

る。
。自ら進んで書いたものを

読み直し 意欲的に書

日常的な話題についての

英語を正しく昔読したり

暗唱したりすることがで

きる。
・工しいリズムやイントネー

ションなどを用いて,音

読したり暗唱したりする

ことおヾて
ヾ
きる。

日常的な話題についての

英語で書かれた内容

が表現されるように適

切に音読したり暗唱し

たりすることができる。

【話すこと】
。日常的な話題について

英語で情報や考えなど

を正しく言舌すことカドでき

る。
・正しいリズムやイントネニ

ションなどを用いて,話
すことができる。
・文法に従って正しく話す

ことおヾできる。
・伝えたい情報や考えなど

を正確に話すことがで

きる。

'日 常的な話題について,

場面や目的に庵じて,

英語で迪切に話すこと

ができる。
・伝えたい内容,場面,相

手 ,目 的などにAじ て
語句や表現を選択 し

迫切に話すことができ

る。
・相手の発話に対して迪

切に薦答することがで

きる。
・場面や目的に薦じて適

切な速さや声の大きさ

で話すことができる。
・相手の理解を確記しそ

れに應じて話すことが

できる。

【書くこと】
'日 常的な話題について,

得た情報や自分の考え

を英語で正しく書くこと

おヾて
゛
きる。

・文法に従って正しく書く
ことができる。
・伝えたい情報や考えなど

を正確に書くことができ

る。
・日常的な話題について,
場面や目的に応じて,

英語で適切に書くこと

おヾできる。
・内容を整理し,X要な分
量を書くことができる。

【読むこと】
・「読むこと」の言語活動
に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・雖要に薦じてメモを取る

など,読んでいる内容に

関鳶をもっている。
・読んだ内容について意見

や感想を述べようとして

いる。
・兇要に腐じて辞書などを

活用している。

さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。
・昔読や暗唱に積極的に

取り組んでいる。

【話すこと】
。「話すこと」の言語活動

に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・間違うことを恐れず自分
の考えなどを話してい

る。
・自ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使っ

て言舌してヽヽる。
・関鳶をもって質問してい

る。
・ペア・ワークやグループ・

ワークなどにおいて積極

的に話し合ったり意見
の交換をしてぃる。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。
・うまく言えないことおヾあっ

ても,別 の語旬や表現

で言い換えたり,説明し

て伝えるなどの工夫をし

ている。
・うなぎ言葉を用いるな

ど,不 自然な沈黙をせ

ず話し続けている。

【書くこと】
。「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。
・間違うことを恐れず自分
の考えなどを書いてい

る。
・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書き

直したりしている。
・白ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使っ

て書いてヽヽる。
・兇要に庵じて辞書などを



き直したりしている。
・自ら学んだ表現や進ん

。伝えたい内容,場面ぅ読

み手 ,目 的などに薦じ

て,語句や表現を選択
_し揺南BIこ書くことがで書

る∫
:文のつながりや構成を

考えた文章を言くこと

ができる。

活用している。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

i主体的に続戯ようとして

いる。
・よりうまく伝わるように,

男llの語句や表現で宮い

換えたり,説明して伝え

るなどの工夫をしてい

る。
・表現できないところがあ

っても矢口っている語句や

表現を用いて書き続け

ている。

で集めた情報などを使
|

って喜ヽ`イいる。 _‐ __|

撼要に應じて辞書などを

活用している。

さまざまな工夫をするこ

とで,コ ミュニケーション

を主体的に続けようとし

ている。

よりうまく伝わるように,

別の語句や表現で言い

換えたり,説明して伝え

るなどの工夫をしてい

る。

表現できないところがあ

っても矢日っている語匂や

表現を用いて書き続け

ている。

備考


